
作業手順書

この作業手順書は障害のある方がスムーズに業務に従事し、適応することを目的として作成されています。

場 所：ヤマモト食品（株）港町工場

作成者：ヤマモト食品株式会社

制作者：クラモトサービス

初版作成：令和４年１月２８日

最終更新：令和４年３月１８日

※ 見やすさを考慮し、BIZ UDPゴシックを使用しております。
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作業の服装について０

サニタリールームから
クリーンルームダスターを通り、
長靴を消毒する。

手袋を付ける。

手袋は白衣の袖口にかぶせる。

エプロンを付けてから、両腕に腕カバーを付ける。

頭を通す。 両腕を通す。 背中に腰の後ろで蝶々結び。 腕カバーを付ける。

エプロン及び腕カバーを洗う。

スポンジに洗剤を付ける。 エプロンと腕カバーを洗う。 水で洗剤を流す。

手袋、エプロン、腕カバー、手袋を除菌する。

両手を殺菌用塩素に入れる。エプロンと腕カバーに殺菌剤を吹きかける。 完成



ボール （白） ボール（緑）

テンタル

角バケツ 大角バケツ 小

ザル 大 （青）ザル 小 （白）

選別作業に使う用具の名前１－１



ア 「異物の除去」作業

ウ 「色の選別」作業

イ 「固さの選別」作業

エ 「大きさの選別」作業
※ 責任者の指示に従い「２種類」に選別

各作業における台上の用具配置（2人１組）について。

水の入ったテンタルから、ボール（白）に水を入れ台に置く。

事前準備１－２

ボール（白）(緑）、角バケツ小等を洗い場から持ってくる。

各作業について。

原料の数の子は、様々なものがある。



内部に異物が入っているときは、数の子を折って取り出す。

※ アニサキスは、中まで食い込んでいるものがある。他にも、様々な異物があるので注意する。

白いワタ 黒いワタ

先端の皮や緑色や白色の変色 アニサキス

ウロコうき袋

血合い内部の異物

異物の種類１－３



「異物の除去」作業の手順 【白いワタ】除去の場合

「異物の除去」作業（２人１組の場合）の配置

はがした白いワタを
水の入ったボール（白）に入れる。

白いワタを除去した数の子を
ボール（緑）に入れる。

ボール（白）がいっぱいになったら。

数の子を１つ手に取る。 白いワタを引きはがす。

角バケツ 大に入れる。

異物の除去作業１－４

異物の入った水をザル大（青）にあけ、きれいな水をくむ。

ボール（緑）がいっぱいになったら。



「固さの選別」作業（２人１組の場合）の用具配置

角バケツ 大に入れる。角バケツ 大に入れる。

固さの選別作業１－５

数の子を１つ手に取る。 親指で軽く数の子を押す。

「ブヨブヨ」として軟らかいものは
ボール（白）に入れる。

良品「固いもの」は
ボール（緑）に入れる。

ボール（白）がいっぱいになったら。 ボール（緑）がいっぱいになったら。



色の選別作業１－６

「色の選別」作業（２人１組の場合）の用具配置

数の子を１つ手に取り、
裏・表の色を見る。

黒く変色しているものは
ボール（白）に入れる。

良品「きれいな黄色のもの」は
ボール（緑）に入れる。

ボール（白）がいっぱいになったら。 ボール（緑）がいっぱいになったら。

角バケツ 大に入れる。角バケツ 大に入れる。



一本物
（折れや変形のないもの）

ダイヤ
（７㎝以上で先が少し欠けているもの）

バラ
（約４㎝～7㎝）

ねバラ
（約２㎝～4㎝）

ボール（緑）に入れる。

大きさを見て、緑と白のボールに２種類を選別する。

数の子選別用の定規を使い楽に選別ができる。

10

バ ラ 小

0 1 2 3 4

ダ イ ヤバ　ラね バ ラ

5 6 7 8 9

「大きさの選別」作業（２人１組の場合）の用具配置

ボール（白）に入れる。

ボール（緑）に入れる。

大きさの選別作業１－７

ボール（白）に入れる。

残りは角バケツ（小）に
まとめる。



脱塩カゴのふた

バット類（大・小等）

テンタルのふた 脱塩カゴ

ステンレスラック（高さ調整用）を使用する用具

大ザル（青）

バケツ類（丸・角）

テンタル

ステンレスラック（高さ調整用）を使用しない用具

ミニジャンボックス 100ℓ用

ステンレスラック（高さ調整用）洗浄機

洗浄に使う用具の名前２－１



ゲートを下げて電源ボタン（ON）を押す。

（例） 「用具を中央にセットした状態」

ステンレスラック（高さ調整用）を洗浄機の中央にセットし、
用具を安定させるため、逆さまにして中央にのせる。

テンタルのフタは、逆にしない。

用具の洗い方２－２

換気扇をつけ（黒ボタンを押す）、
洗浄機の正面に立ち、ゲートの取手を握り上にあげる。



洗浄機内が蒸気で高温になって
いるので、ヤケドに注意する。

ランプ（白色）は、３０秒後に消える。
※ 脱塩カゴ・フタは、５０秒。

用具の洗い方２－２

ランプ（白色）が消えたら、ゲートを上げる。

両手を殺菌用塩素に入れ除菌してから、用具を取り出す。

取り出した用具を地面に付けな
いよう台用のテンタルに上げる。

ゲートを下げ、換気扇を止めて（赤ボタンを押す）終了する。

引き続き洗浄する場合はゲートは開けたままで、手順 ②～⑥を繰り返し行う。



用具は床に直置きせず、必ず台専用の上に保管する。

殺菌剤をしみ込ませた不織布で、用具の水気を拭き取る。

両手を殺菌用塩素に入れ除菌する。

水気を拭き取った後は、同じ用具にまとめ用具置場に重ねて保管する。

殺菌剤を洗浄した用具に吹き付ける。

用具の除菌と水気の拭き取り方２－３



水が切れたら脱塩タンク内にカゴ（３段）を入れ、
ふたをする。

バット（大・小別に積み重ねる）

角バケツ 大 （通常用、台専用別に積み重ねる）

脱塩カゴ フタをし３段

テンタルフタ １０段
テンタル
（通常用、台専用及び色・形別に積み重ねる) ７段

洗浄したバット類は、乾燥したら梱包室に移動させる。

洗浄した用具の積み方と保管方法２－４



ハンドブラシ デッキブラシ 水切りワイパー

用具の名前

泡洗浄機 乾いた不織布 次亜塩素酸ナトリウム

用具の場所

洗浄機の清掃に使う用具の名前と場所3－1

銅釜

サニタニールーム

入口 清掃用具置場
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ゴーグル、手袋及び
腕カバーをつける。

メッシュとにがし棒を
ステンレスラックの上に置く。

責任者が実施する作業

泡洗浄機にエアーホース取り付け、
洗浄機内に泡をかける。

責任者が洗浄機、
ボイラーの電源及びバルブを閉める。

洗浄機の洗い方3－2

責任者に声をかけ、
電源等を切ってもらう。

洗浄機のゲートを上げる。
洗浄機内部のメッシュを外し、
残渣等を水で流す。



ハンドブラシで洗浄機外部を洗う。

洗浄機のゲートを上げる。

ホースで洗浄機外部を水で流す。

洗浄機、壁、床に泡をかける。

スイッチなどの電源部分には、故障の原因となるため泡や水をかけないように注意する。

ハンドブラシで洗浄機内部、
メッシュにがし棒を洗う。

洗浄機の洗い方3－2

洗浄機のゲートを下げる。

責任者が実施する作業



デッキブラシで床を洗う。
デッキブラシの泡を
水で流す。

洗浄機、
壁と床の泡を水で流す。

洗浄機内部を水で流す。
洗浄機内に水を入れ
排水ホースから
泡が出なくなるまで水を流す。

側溝の残渣を水で流す。

洗浄機のゲートを下げ
不織布で水気を拭き取る。

洗浄機の洗い方3－2

泡洗浄機を水で流し、エアーホースを取り外す。

責任者が実施する作業



水切りワイパーで
床の水を側溝に流す。

使用した用具を
決められた場所に戻し終了。

洗浄機のゲートを上げて、
メッシュとにがし棒を取り付ける。

希釈した次亜塩素酸ナトリウムを
床全体に流し、十分に除菌をする。

洗浄機の洗い方3－2

週に1度、うすめた次亜塩素酸
ナトリウムを準備する。

責任者が実施する作業


